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【今月の聖句】 

「めいめい自分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。」 

ヒリピの信徒への手紙 ２章４節 

 

【６月例会プログラム】（評価・計画月間） 

とき：２０１３年６月１１日（火）１８：１５～２０：１５ 
ところ：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ９階 

                司会 清水 汎 

１．開会の鐘             北村 知三会長 

２．クラブソング 

３．ゲスト・メネット紹介 

４．会長報告 

５．「日々の糧」斉唱・晩餐 

６．スピーチ  五条孝次郎メン 

「オリーブオイル・ソムリエのお話」 

今期の評価と協議  

７．誕生日・結婚記念日のお祝い・ニコニコ 

８．インフォーメーション 

９．ＹＭＣＡニュース 

10．閉会の鐘                          北村 知三会長       

受 付：牟・石橋・藤岡   

 

【第２例会のご案内】 

とき：２０１３年６月１８日（火）１９：００～  

ところ：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ６階 ６０１号室（変更になることがありますので、ご注意ください。） 
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◆今月の誕生日：北村知三（０７）石橋ルキ（１５） 

◆メネットさんお誕生日：窪田ナナ子（０７） 

◆ご結婚記念日：能勢嘉則（２８） 

 

【聖句に寄せて】                 宇野 義男 
 人間は、その文字が示す通り、人と人との「間」で生きるものです。人と人との「間」がおかしくなると、

人の心は暗くなり苛立ちを始めます。逆に人と人との間が良くなると人の心は明るくなり、互いの協力の中

で、力強く生きることができます。 

 教会の中でも分裂を多く経験します。キリスト者の間に、さまざまな相違があり多様性のあることは、教

会の健全な姿を示しています。しかし、自分の考えている通りに、人も考え行動すべきだと要求すべきでは

ないと思います。ひとつの事柄に対しても多様な問題解決へのあり方は認め合うべきだと思います。乗り越

え得ないこの問題は、お互いの相違を認め合わないところから起こることを、後で誰も反省はするんです

が・・・。 

 

【今期を振り返って】            会長  北村 知三 

 六甲での国内ＨＨキャンプで軌道に乗った、聴覚障がい青少年育成支援事業を前年度から引き継いで、比

較的目標が立て易いところから始まりました。年度初めの香港での国際ＨＨキャンプには、ＹＭＣＡ派遣団

にＨＨＯＢＯＧグループとクラブのメンバーからも参加支援し、また香港の主催ＹＭＣＡへのお祝い献金も

しました。１０月末にはＨＨキャンプＯＢＯＧ会の自立と、クラブとのお互いのサポートを目指してＨＨリ

ーダー会として設立、ＨＨリーダー会の順調な進展を見ることが出来ました。ＨＨＯＢＯＧグループは、例

年どおりＹＭＣＡの行事である土佐堀カーニバルや、チャリティーラン、ボーリング大会に支援参加し、２

月には、ワイズ中西部の特別行事である、東日本大震災復興支援チャリティーイベントのわいわいフェステ

ィバルにも参加してくれました。また京都プリンスクラブの聴覚障がい青少年育成支援によるマイマイＯＢ

ＯＧとの交流で、１１月に同クラブの例会を訪問し、互いの支援キャンプへの参加を約束し支援活動の広が

りとしました。今年５月特別例会ではＨＨリーダー会の発足祝賀会として、メンバー相互の交流も深めまし

た。 
 特別例会は、８月の祝会ではマンドリン演奏、１２月の茨木クラブとの合同クリスマス例会ではクリスマ

スソングをソプラノでという楽しいものとなりました。毎月の例会はワイズメンのスピーカーが多かったが、

充実した講話内容という意義がありました。ただ、パサディナクラブへの交換留学生派遣は、スケジュール

の調整がうまくいかず、今年度の派遣は見送りとなりました。次年度となる今年は、パサディナからの派遣

を受け入れる年として、８月には実現が期待されています。 
 新しく入会されたメンバーの方々は、第２例会や委員会に積極的に出席してワイズへの理解を深め、意欲

的であることが楽しみとなっています。新連絡主事の藤岡さまも今後有力な活動を期待されております。 
ここ数年の傾向ですが、各事業とも一部の人たちだけの活動に終わり、事業種類においてもかたよった傾

向となっております。例会の進め方とともに、出来るだけ多くの方々が少しずつでも活動に参加すると言う

ことが、奉仕クラブとしての意義ある活動になると思います。その意味で何らかの形でのオリエンテーショ

ンが必要ということは、ここ数年の懸案です。  
 １年間能力不足の私にお付き合いしていただいたメンバーの方々、かげながら遠く近くお支えいただいた

方々に深くお礼を申し上げます。特にキャビネットの書記と会計のお二人にはひとかたならぬお世話になり

ました。またブリテンの内容は毎年西日本区でも高く評価されています。毎月の聖句にはいつも反省をさせ

られ、同時に励みもいただきました。 
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 残念ながら１人の退会者はありましたが、これからもワイズメンズクラブの存在意義を深く読み取り、聴

覚障がい者支援事業のこころいきを継続していくことは、クラブの特別な事業として大切なものとなってい

ることを実感するとともに、未来に希望をもてる一年となりました。 
 

【５月出席状況】 
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５月例会の出席者 

◆メネット：なし 
◆ビジター：なし 

◆ゲ ス ト：ＨＨリーダー会 

西村智恵（会長）、高土雄輔（副会長）、勝矢千晶、桜木貴博さん 

 

【クラブ役員会報告】報告者：書記 牟 大盛 

日時：２０１３年５月２１日(火) １９：００～２１：００ 

場所：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ６０１号室 

出席者：北村会長・石橋次期会長・尾和周年例会実行委員長・松原・五条・能勢・牟メン 
協議事項 

１）６月例会：６月１１日：今期の「評価・計画」月間  

司会：清水汎メン 

スピーチ「オリーブオイル・ソムリエのお話」講師：五条孝次郎メン 

    準備物：プロジェクター、スクリーン（ＰＣは五条メンが準備） 

「今期の評価報告」：各事業委員長の今期の評価報告（今期を振り返っての評価） 

食事：シンエイフードのお弁当 

２）７月新年度会長交代例会：（ＫＩＣＫ－ＯＦＦ、ＥＭＣ－Ｃ月間） 

７月９日（火）塚次期部長始め、キャビネットがクラブ公式訪問の予定。 

３）ＨＨ支援事業の件 

－２０１３年ＨＨ国内キャンプ（８月９・１０・１１日）実施推進について 

   現在 大阪クラブから、北村・石橋・牟・條メンがキャンプ参加予定。 

 ：５月２９日 ＨＨ基金拡大委員会（クラブ会員・ＨＨリーダー会）実施 

   キャンプ募集パンフレットと登録費の確定 

４）２０１３年１１月の大阪クラブ８５周年記念事業の件（兼、実行委員会）尾和実行委員長 

  －「創立８５周年記念例会」は、２０１３年１１月２日（第１土曜日）午後２時から 

    土佐堀ＹＭＣＡ ９０３号室にて、１１月例会として開催する。 

  －創立例会の持ち方：題目「ワイズメンとＹＭＣＡとの絆」－ＹＹの過去・現在・未来を語る 

    ：コーデイネーター（松原メン）の総合司会のもと、過去を（清水汎メン）、現在を（脇本博メン）、 
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未来を（末岡総主事）に発題していただき、パネルデスカッション方式ですすめる。 

  －聴覚障ガイ（ＨＨ）支援基金の残高の積み増しのＦＵＮＤについては、北村会長より「ＨＨ基金への

献金のお願い」をブリテンへの毎月掲載を進める。 

   ：大阪クラブＨＨ ＦＵＮＤ事業新設について 

五条孝次郎（オリーブソムリエ）から「オリーブＦＵＮＤ創立」の提案があり承認された。 

－２０１３年５月に国際大会（東京）で金賞を受賞した、チュニジア産オリーブオイルを詰め合わ

せセットとして（販売価格 ＠￥１万と＠￥３，６７５－の２種類）クラブＦＵＮＤとして販売

する提案があった。 

：今後大阪クラブの恒久的ＦＵＮＤ事業として進める検討がなされた。     

  －今後の広報について：尾和実行委員長が創立例会第一報の作成を区大会まで準備する。 

             まず、１０００部作成する。 

５） その他： 

① 次次期クラブ役員選任の件：次次期会長候補として、五条孝次郎メンを指名し、ご本人の承諾

を頂いた。（６月例会で発表予定） 

② パサデナクラブ（ＩＢＣ）ホームステイ受け入れの件 

：継続して候補者を選択中。 

③ 西日本区大会参加者の件：北村知三・石橋ルキ・豊島正利・清水汎・清水佐智子・牟大盛の６

名に加え、クラブの推薦で藤岡連絡主事を追加する。 

④ 宝塚クラブ創立２５年記念例会の件 

：５月２５日記念例会に北村会長、石橋ルキ次期会長・清水汎ご夫婦の４名参加予定。 

⑤ その他：６月１日（土）１３：００からのＹＭＣＡ大会に積極参加する。 

⑥ ＤＢＣ締結の方向性について：ＨＨ支援クラブとの今後のＤＢＣ締結も視野に入れて、今後の

広がりを継続検討する。 

⑦ 北村会長から大阪クラブのバナー（旗）のレプリカ（縮小版）作成の提案があり、了承された。 

６）ブリテン編集の件：松原ブリテン委員長から編集方針の発表があり承認された。 

 
２０１３年５月 特別例会 収支報告 

(開催日：２０１３年５月１４日）                    会計 尾和信孝                                 

参加者合計 １９名  

（１） 入 金 

会 費 ； ＠５，０００円 X１４名                    ￥７０，０００円 

          大阪クラブ             １４名 

          ＨＨリーダー会       ５名 

       (入金計 ： ￥７０ ，０００円） 

（２） 支 出 

徐園への支払                              ￥７４，５００円 

(支出計 ： ￥７４，５００円） 

（３） 差し引き    ▲ ￥４，５００円 

 ＊皆様のご協力に感謝、▲４，５００円は、一般会計より補てんします。 
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 ＢＦ（報告・尾和会計） 

  新切手        清水汎メン  １，６００円 
リーストコイン    清水汎メン    ２０８円    

 

【５月例会報告】            藤岡 宏樹 
☆ 5 月例会 

  日 時：２０１３年５月１４日（火）１９:００～２１:００ 

  場 所：肥後橋 ｢徐園｣ 

  出席者：北村、牟、松原、清水、脇本、石橋、尾和、條、五条、村井、森嶋、能勢、末岡、藤岡メン 

（ＨＨリーダー会）西村、高土、勝矢、桜木さん  

 今月の例会は、特別例会といたしまして、｢ＨＨリーダー会発足祝賀会｣と位置づけて肥後橋｢徐園｣に

て、宴会形式でおこなわれました。 

 松原メンの軽快な司会進行のおかげもあり、会は順調に進みました。 

 出席いただいた皆様より、この度のＨＨリーダー会発足の喜びの声をいただきました。 

 大阪ワイズメンズクラブが聴覚障がい青少年キャンプの支援に至った経緯や、当時の苦労話、楽しか

った思い出などが語られ、先人の皆様の思いが伝えられました。 

 最後に、現ＨＨリーダー会会長の西村さんより、長きに渡って支えていただいていること、キャンプ

でできた仲間により人生の視野が広がっていることなど、お礼の言葉が述べられ、ＨＨキャンプ、そし

てこのＨＨリーダー会を通して大阪ワイズメンズクラブの皆様と共に次世代のリーダーシップ育成につ

なげたいという言葉で締めくくられました。 

 

【西宮クラブ創立６５周年記念例会報告】        牟 大盛 
 ２０１３年５月１８日西宮クラブの創立６５周年記念例会が、教会・ＹＭＣＡ会館・そして第３部の中華

料理店と場所を３か所転々としながら開催いたしました。大阪クラブからは、一人限定参加ということで、

私が参加となりました。 

１４時の一部は、日本福音ルーテル西宮教会で、市原正幸牧師の師式のもとで、聖書テサロニケの信徒へ

の手紙一、第５章１６節～２２節、「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさ

い。・・・」をもって、 題目「いつも、いつも、いつも」で説教がありました。どんなに、苦しい時にも喜

びと祈りを絶えさない時、神様は救いの道をご準備されるとの内容でした。説教のあと、長井慎吾会長によ

り、「西宮ワイズメンズクラブ６５年の歩み」と題しての、歴史の説明と写真紹介がありました。 

 １９４５年終戦直後に、クリスチャンの善積（よしずみ）英一氏は、失望の中の青年に希望を与えられる

のは、ＹＭＣＡ設立しか無いとの確信のもと、御自宅を開放して、青年の親睦会「ポールスタークラブ」を

設立し、同時に１９４８年に大阪クラブのスポンサーにより、「西宮ワイズメンズクラブ」を設立。一時は、

ＹＭＣA 会員１００名（子供は２４０名）に増えましたが、１９６８年に一時休会、１９７６年に再度、神

戸ＹＭＣA 西宮ブランチとして再出発し、１９８１年には現在の会館を設立。また、西宮クラブも山口政雄

初代会長から始まり、苦しいながらもなんとかクラブ運営に努めた結果、１９８８年の宝塚クラブ、１９９

３年には三田クラブをチャーターするに至りました。どんなに苦しい時でも、「この難局を救うのは、ワイズ

メンズクラブしかない。との一念で現在があります。」との長井会長の重ねてのご紹介に納得でした。 

 二部は、近くの西宮ＹＭＣA会館に場所を変えての、記念感謝例会と茶話会です。水野雄二神戸ＹＭＣA総

主事もここで８年ほどの勤務経験があり、大変懐かしがっておられました。また、乾杯では、僭越ながらス

ポンサークラブ代表ということで、小生が西宮クラブとＹＭＣＡのご発展を祈願しまして、音頭の発声をと



 6 

らせていただきました。 

 また、この場所で今年１１月２日（土）１４時から土佐堀ＹＭＣＡで予定しています、大阪クラブの８５

周年記念例会（シンポジューム形式）の広報アピールもさせていただきました。勿論、ＹＭＣＡから正式に

認定されたＨＨリーダー会の発足の報告もいたしました。 

 さて、第３部は西宮の上海料理店にて皆さん、ネクタイを外して、メネットも合流されての食事と懇親会

を、美味しい料理とおいしいワイズダムの話で盛り上がりました。 

 遠くは、広島クラブ・近江八幡クラブのＤＢＣクラブからも駆けつけた総勢６０名ほどのメン・メネット

でした。 

 このたびの記念例会に参加させていただき、我が大阪クラブもＨＨ支援を軸にしたＤＢＣクラブを持ちた

くなりました。 

 

【宝塚クラブ創立２５周年記念例会参加の記】        石橋 ルキ 

 表記の記念例会は２０１３年５月２５日午前１１時より、宝塚ホテルにて開催された。 

出席者は清水汎、佐智子夫妻、北村知三、石橋ルキであった。全体で１９２名の参加であった。 

 

 第一部の記念礼拝の中で、辻健牧師のメッセージがあり、ご自身も宝塚教会の牧師であったが、宝塚クラ

ブ創立の時のチャーターメンバーのひとりであり、４年前周防大島教会に転出されたが、宝塚クラブ時代に

は二つの忘れられない思い出がある。 

一つは‘９５年１月１７日の淡路神戸大震災である。メンバー一同で食器を集め、献品したり、後には仮

設住宅を訪問したりして支援した。 

二つ目はＹＭＣＡとの関わりで、ワイズ設立の後であるが、神戸ＹＭＣＡのブランチが逆瀬川に誕生した。

１０年後に事業不振のため廃止することになったが、なんとかＹＭＣＡ活動を続けて欲しいとの願いのため、

８００万円ほどの支援金を出資して継続することになるが、６年後に続けることは不可能都となり、宝塚Ｙ

ＭＣＡはなくなった。これが二つ目のあまり良くない思い出である。 

  

第二部はスペッシャルオリンピックス日本の元理事長の細川佳代子さんのスピーチ「インクルージョン社会

を目指して」があった。 

包みこむ社会。障害者への理解を強める教育。障害者の就労支援の二つを柱とする、社会、国、地方行政

への強い支援要求の活動を“勇気の翼インクリュージョン”の名称で極めて具体的な運動を行っておられる

お話であった。 

 発端は１９０５年の一般企業、国、長野県を巻き込んで開催した「スペッシャルオリンオリンピックス世

界大会」であり、それから１０年間の間に知的障害者への理解を日本の国が果たす、と訴える運動を今、盛

んに行われておられるそうだ。 

 鎌倉にある聖ミカエラ学院の牧師は「どんなに医学が発達しても、人間が生まれ続ける限りその２パーセ

ントが知的障害のある子供として生まれてくる。これは周りにいる人たちに優しさとか、思いやりと言う人

間の一番大切な心を教えるための神様の贈り物です」と語って、スペッシャルオリンピックス日本委員会を

立ち上げられた。これに深い感銘を受けて、スペッシャルオリンピックス日本の規模を、命をかけて全国版

に広められたのが細川佳代子さんである。 

 スペッシャルオリンピックスは“ベストを尽くした人みんなに賞が与えられる”知的障害者に最大の励み

を与えるスポーツイベントある。 
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 第三部の懇親会のアトラクションはクラブメンバー石田由美子さんがフラダンスの指導者なので、宝塚名

物フラダンスとなっているが、今回はお弟子さんの関西学院三田キャンパスフラチームと周防大島こどもフ

ラチームが出演した。山口県周防大島はハワイ移民の多い島で、ハワイカウアイ島と姉妹島となっている、

小学生、中学生とこどもながら立派なフラダンスを踊った。 

 全員合同で東北地震の応援歌「花は咲く」が踊られたが、参加者全員に大きな感銘を残しつつ立派なフィ

ナーレとなった。 

 

【２０１３年第３回聴覚障がい青少年支援基金拡大委員会議事録】  書記 牟 大盛  

日 時：２０１３年５月９日（火）午後７時００分～ 

場 所：大阪ＹＭＣＡ会館５階５０６号室 

出席者：（大阪クラブ）北村会長・石橋・條・五条・村井・牟メン 

           藤岡連絡主事（基金運営副委員長） 

   （ＨＨリーダー会・通訳士）西村会長・高土副会長・伊田（通訳士）・桜木・吉田さん 

協議事項：司会進行：藤岡連絡主事 

１． ２０１３年８月９・１０・１１日（金―日）阿南海洋キャンプでのＨＨ国内キャンプ準備の件 

１） 案内文の準備事項について 

・第１報作成の件 

：プログラム内容と参加費などについて 

―５月２９日の第４回ＨＨ拡大委員会まで、プログラムを確定する。 

―参加費：ＹＭＣＡから１５万円、大阪クラブからは前回の２５万円を中心に協議する。 

：阿南キャンプの総予約数４０名、内学生キャンパーは２５名とし、費用を積算し

登録費を確定する。 

：参考として、６０人乗りの大型バスの往復貸切代金は１５万円前後 

：阿南キャンプ宿泊予約総数４０名の場合、キャンパーは２５名基準となり、阿南

キャンプの二泊三日（６食）で＠￥１５千円、参加登録費を二万円以下を予定し精

査する。 

・大阪ＹＭＣＡ主催・大阪ワイズメンズクラブ共催確認の件 

主催：公益財団法人 大阪ＹＭＣＡ 

 大阪ＹＭＣＡ聴覚障がい青少年国際キャンプリーダー会 

共催：大阪ワイズメンズクラブ 

後援：株式会社 アモール 

２） 募集・広報時期の件（担当者等の再確認） 

・広報開始時期について：原則として書面にて参加要綱を送付、募集する。 

・募集開始と締め切り：募集人員に満ち次第締め切る。 

：西村ＨＨ会長から、韓国の大学生３人、マレーシアの社会人２人の参加要請があるが、マレ 

ーシアからの参加は大学生までなので趣旨説明をする。 

・募集対象： 

  聾支援学校など：大阪市立・生野・ダイセン・堺聾学校 

ＨＨリーダー会関係 

西日本所在ＹＭＣＡ 

その他：アモールと京都プリンスクラブの「マイマイ」のＯＢＯＧ 
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  －ＹＭＣＡ ＨＰに５月２７日までＵＰする。 

２． ＨＨリーダー会と大阪ＹＭＣＡ新会員制度について 

―大阪ＹＭＣＡのボランテイアーグル―プの一つとして承認されたとの報告があった。 

―ＨＨリーダー会会員は、ＹＭＣＡのネット会員として全員登録する運びとの報告。 

３． その他 

１） ＨＨリーダー会主催「手話講座について」：継続して検討中とのこと。 

２）次回第４回ＨＨ拡大委員会の開催日時：５月２９日（水）１９：００から 
 

【２０１３年第４回聴覚障がい青少年支援基金拡大委員会議事録】  書記 牟 大盛  

日 時：２０１３年５月２９日（水）午後７時００分～ 

場 所：大阪ＹＭＣＡ会館５階５０４号室 

出席者：（大阪クラブ）北村会長・石橋次期会長・條・脇本・牟メン 

           藤岡連絡主事（基金運営副委員長） 

   （ＨＨリーダー会・通訳士）西村会長・万並（通訳士）・勝矢・吉田さん 

協議事項：司会進行：藤岡連絡主事 

１． ２０１３年８月９・１０・１１日（金―日）阿南海洋キャンプでのＨＨ国内キャンプ準備の件 

１） 案内文の準備事項について 

・キャンプ募集要項作成の件  

プログラム内容と参加費などについて： 

キャンパーと一般参加登録費を一律＠１８，０００－と決定した。 

（ただし、ＹＭＣＡ非登録者は、＠￥２０００を追加する。） 

―プログラムの確定 

キャンプ募集人数：キャンパー（２５人）、ＨＨリーダー（６）人（西村会長・高土副会長・ 

小山・勝矢・吉田さん）、手話通訳士（２）人、ＹＭＣＡスタッフ（２）人、ワイズ等一般 

（数名）人、合計４０ー４５名（上限は一旦、４０名であるが、５名程はゆとりを持てる） 

行事内容について：プログラムどおりとする。 

その他：リーダーの一泊事前研修を６月１５－１６日に実施し、プログラムなどの最終調節

をする。また、このリーダー会会員の参加費は大阪クラブが負担する。 

―参加費内訳：補助金：大阪ＹＭＣＡ１５万円、大阪クラブ２５万円、西日本区Ｙサ・ユース 

補助金１０万円を予定する。 

キャンパー登録金 

リーダーと一般参加者 

その他 

（参考） 

   主催：公益財団法人 大阪ＹＭＣＡ 

      大阪ＹＭＣＡ聴覚障がい青少年国際キャンプリーダー会 

   共催：大阪ワイズメンズクラブ 

   後援：株式会社 アモール 

２）募集・広報時期などの件 

・広報開始時期について： 

・募集開始と締め切り：募集人員に満ち次第締め切る。 
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・募集対象： 

  聾支援学校など：大阪市立・生野・ダイセン・堺聾学校 

  ＨＨリーダー会関係 

  西日本所在ＹＭＣＡ 

  その他：アモールと京都プリンスクラブの「マイマイ」のＯＢＯＧ他 

２． その他 

１） 次回第５回ＨＨ拡大委員会の開催日時：２０１３年６月２６日（水）１９：００ 

                   土佐堀ＹＭＣＡ ５０４号室 

２）北村会長と石橋次期会長の提案で、６月２２日に名古屋で開催される西日本区大会にて、大阪クラ

ブのＨＨファンドとして、オリーブオイルの展示販売ブースを検討するとの報告があった。 

 

【２０１３大阪ＹＭＣＡ記念礼拝と記念フォーラム参加報告】   北村 知三 

 ６月１日（土）午後１時から大阪ＹＭＣＡ土佐堀館１０階チャペルで、大阪ＹＭＣＡの創立記念礼拝が行

われました。日本聖公会の川口基督教会牧師の「現代における隣人愛」のお話がありました。献金タイムで

は、東日本大震災への支援金として５万円余の献金がなされました。 
 その後、２時から「どう変える？どう変わる？ユースとグローバル社会」と言うテーマでグローバルユー

スフォーラムが行われ、西村会長により、ＨＨリーダー会から高土裕輔さんと吉田亜衣さんが派遣参加しま

した。インドスタディーツアーとミャンマーワークキャンプに参加した３人の学生の体験報告のあと、８グ

ループに分かれての「私たちに何が出来る？」というグループディスカッションが行われました。高土さん

と吉田さんが熱心にそのグループ討議に加わりました。末岡総主事、藤岡連絡主事、そして終了まで通訳の

伊田洋子さんが一緒に通訳参加してくださいました。 
 

【ＹＭＣＡニュース】 

☆ 大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会（第２４２回） 

６月の祈祷会はいつもと趣が変わり、「証し」の部分が表現・コミュニケーション学科の朗読劇となりま

す。これは昨年の世界ＹＭＣＡ／ＹＷＣＡ祈祷週で披露した朗読劇で、聴衆は涙、涙の感動をうけたもの

です。ぜひ、ご参加ください。 

  朗読劇  「走れメロス」「かわいそうな像」 

  日時：２０１３年６月２１日（金） 7：30～8：30 

① 祈祷会（礼拝） 7：30～8：00  ② 朝食会（軽食） 8：00～8：30 

  場所：大阪ＹＭＣＡ会館 ３階 ３０２教室 

  会費：３００円（軽食代） 

☆ 大阪ＹＭＣＡ国際専門学校 ホストファミリー募集中！ 

  大阪ＹＭＣＡ日本語学校における夏期集中コース参加者(台湾・香港・韓国など)のホームステイ受け入

れ先を募集しています。 

  ＜受入日程＞ 

① 7／14(日)～27(土)午前までの 13 泊 

② 7／28(日)～8／10(土)午前までの 13 泊 

③ 7／14(日)～8／10(土)午前までの 27 泊 

※ ホストファミリー申込は、6／14(金)までとなっております。 

※ 詳しいお問合せは、日本語学科(担当：川本、川上)までお願いいたします。(℡：06-6441-9068) 
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☆ ＩＨＳ卒業生ミクシィ社長に！ 

ソーシャルメディア大手のミクシィの新社長朝倉氏(30)は、ＩＨＳ（大阪ＹＭＣＡ国際専門学校国際学

科）の卒業生です。ＩＨＳ１３期生で卒業後東大に行きました。  

 

【今後の行事予定】 

今後の行事は、次のとおりです。積極的な参加をお願いします。 

１． 第１６回西日本区大会・・６月２２日（土）～２３日（日） 於：名古屋能楽堂 

参加希望者は、牟 大盛書記宛（090-8195-0914 fax 06-7397-3337）ご連絡ください。 

 

【大阪ワイズメンズクラブ 85 周年記念事業「聴覚障がい青少年育成基金への献金のお願い」】   

８５周年記念事業実行委員長    尾和信孝 

                 クラブ会長          北村知三 

大阪ワイズメンズクラブは、社会奉仕活動の基幹事業として聴覚障がい青少年育成支援事業を、発展的に

継続しております。 今夏は国内ＨＨキャンプを阿南で実施し、１１月には創立８５周年記念例会を開催い

たしますが、この支援活動の更なる継続拡大のために、今年度１００万円を目標として募金を行っておりま

す。 

すでに、３，４人のメンバーから心のこもった献金をいただき感謝しております。 

みなさま、今年度８５周年記念行事を行う意味を深くご理解いただき、何卒皆様の積極的なご協力をお願

いいたします。 

  募金金額       １００万円 

             一口１万円  ３口以上お願いします 

  募集期間       ２０１３年１１月まで 

  振込先        三菱東京ＵＦＪ銀行   中之島支店  

  または 持参     普通預金口座     ０９２－３８２６１５２ 

             口座名  大阪ＹＭＣＡ視聴覚障害青少年育成基金 

 

【報告】 

 清水汎メンが、４月２７日の中西部評議会において、次々期中西部部長に選出決定されました。 

 

【ＣＳより】 

献品は下記住所にお願いします。 

「釜ヶ崎いこいの家」 〒557－0004 大阪市西成区萩之茶屋２－５－２３  ℡：（06）6631-2169 

 

【編集後記】 
梅雨入りしました。暑くじめじめした季節の到来です。稲作には、梅雨が是非とも必要です。２４節気で

は、６月６日ころを、芒種（ぼうしゅ）と言うそうです。イネ科植物の穂先の細い毛のような部分を、芒（の

ぎ）といい、芒のある穀物の種を蒔く時季ということです。昔の田植えは、単なる農作業ではなく、田の神

様をおまつりする神事の意味合いが強かったと言われています。また、稲の語源が、命の根という説もある

ようです。命の根源を育てる梅雨に感謝しつつ、鬱陶しい季節を乗り切りましょう。編集委員として、一年

間、不十分な貢献しかできなかったことを反省し、執筆、写真の提供、発送事務などに協力いただいた皆様

に深く感謝申し上げ、今期の締めくくりとします。（編集委員：松原伸幸） 


